
（別紙３）

～ 令和　7年　12月　31日

（対象者数） 41 （回答者数） 31

～ 令和　7年　12月　31日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
研修や学会へ積極的に参加し、専門性を高めるた

めに研鑽を積む。

2
今後も職員間で意見共有し、より良い活動・課題

の工夫ができるよう取り組む。

3

状況に応じて適宜フロアの使い方を工夫し、安全

面を確保しながら、安心して楽しく過ごせるよう

配慮する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
様々な状況を想定して職員間で連携を図りなが

ら、避難訓練を定期的に実施していく。

2

3

○事業所名 キッズルーム　パンプキン

○保護者評価実施期間
令和　7年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

令和　7年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　8年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

自然災害等の緊急時の対応が困難な可能性がある。

利用者さんの特性等が様々であり、緊急時にパニッ

クに陥ったり、予測できない行動をとる可能性も考

えられる。また、フロアも分かれていることから、

一斉に指示が伝わりにくいことも考えられる。

OTが配置されている。
食具や筆記用具の使い方など、専門的な視点からリ

ハビリを受けることができる。

課題週間、活動週間を分けて設けている。

個々の課題を評価しながらプリント課題や作業課題

に取り組む週、レクリエーションや制作などの活動

に参加する週を分けて設けており、メリハリのある

生活が送れるよう工夫している。

フロアが複数あり、また、クライミングも設置され

ているため、のびのびと過ごすことができる。

活動内容・課題内容等に合わせてフロアを使い分け

て過ごしております。

事業所における自己評価総括表公表


